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令
和
５
年
産
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
出
荷
反
省
会

令
和
５
年
産
秋
作
ト
マ
ト
出
荷
協
議
会
並
び
に

春
作
ト
マ
ト
出
荷
反
省
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
９
月
７
日
、
市
場
関
係
者
を

は
じ
め
関
係
機
関
を
招
き
、
益
田
市
内
で
令
和
５
年
産
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
の
出
荷
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
の
は
じ
め
に
同
地
区
本
部
田
村
清
己
本
部
長
は
「
今
年
産
の
ア

ム
ス
メ
ロ
ン
の
販
売
高
は
、
目
標
を
上
回
る
２
億
４
，６
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
部
会
員
各
位
の
メ
ロ
ン
生
産
に
対
す
る
熱
意
と
ご
努
力
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
益
田
産
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
を
含
む
地
元
の
安
心
安
全
な
農
産
物
を
自
信
も
っ
て
広
く
消
費
者

に
届
け
て
い
き
た
い
。
今
年
は
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
生
産
開
始
か
ら
50
周

年
の
記
念
大
会
の
計
画
も
あ
る
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
益
田
メ
ロ
ン
部
会
の
大
場
尚
俊
部
会
長
は
挨
拶
で
「
50
年
の
歴

史
と
生
産
者
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
令
和
５
年
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の

販
売
実
績
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
同
時
に
反
収
も
上
が
り
生
産
す
る
側

に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
部
会
員
皆
の
生
産
努
力
に
併
せ
、
Ｊ
Ａ
・
市
場

関
係
者
の
協
力
の
お
陰
だ
。
引
き
続
き
技
術
力
の
維
持
向
上
に
努
め
、
各
生
産
段
階
に
お
け
る

現
場
の
情
報
を
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
信
し
、
益
田
メ
ロ
ン
に
対

す
る
一
人
で
も
多
く
の
理
解
者
を
確
保
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
反
収
成
績
が
最
も
良
か
っ
た
飯
田
町
の
松
本
貴
之
さ

ん
が
優
績
者
表
彰
を
受
け
、
技
術
部
長
と
し
て
自
ら
栽
培
に
留
意
し
て
い
る

点
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
「
こ
れ
ま
で
栽
培
し
て
来
ら
れ
た
生
産
者
の
努

力
の
お
陰
で
こ
の
単
価
に
つ
な
が
り
、
今
の
自
分
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
し

た
の
だ
と
思
う
。
10
年
・
20
年
先
に
メ
ロ
ン
づ
く
り
に
携
わ
る
人
の
た
め
に

も
自
分
も
そ
う
い
う
存
在
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の
実
績
は
、
出
荷
数
量
３
８
２
・
８
ト
ン
（
７
６
，

５
６
０
ケ
ー
ス
）、
販
売
金
額
２
億
４
，６
２
7
万
円
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
９

月
５
日
、
同
地
区
本
部
会
議
室
に
お
い
て

令
和
５
年
産
秋
作
ト
マ
ト
出
荷
協
議
会
並

び
に
春
作
ト
マ
ト
の
出
荷
反
省
会
を
行
い

ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
田
村
清
己
本
部
長
は
、

前
日
の
本
店
常
勤
役
員
巡
回
で
金
山
部
会

長
の
圃
場
を
訪
問
し
た
際
に
感
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
触
れ
「
猛
暑
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
し
た
生
産
管
理
が

な
さ
れ
て
い
た
。
全
て
の
農
産
物
に
お
い
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

を
遵
守
し
た
安
心
安
全
な
も
の
を
生
産
す
る
こ
と
で
、
市
場

か
ら
の
評
価
も
高
ま
り
生
産
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
産

地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て
、
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
関

係
機
関
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
同

地
区
本
部
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
で
は
秋
作
ト
マ
ト
の
総

出
荷
量
を
２
２
８
ト
ン
（
５
７
，０
０
０
ケ
ー
ス
）、
販
売
金
額

９
千
１
２
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
、
春
作
ト
マ
ト
出
荷
反
省
会
冒
頭
の
挨
拶
で
、
益
田
ト

マ
ト
部
会
の
金
山
千
年
部
会
長
は
「
猛
暑
続
き
で
体
力
的
に
も

厳
し
い
状
況
だ
が
、
春
作
の
課
題
等
今
一
度
思
い
起
こ
し
て
秋

作
の
生
産
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

総
出
荷
量
３
８
２
・
５
ト
ン
（
９
５
，６
１
９
ケ
ー
ス
）、
販

売
金
額
９
千
７
１
３
万
円
と
な
っ
た
令
和
５
年
産
春
作
ト
マ
ト

の
生
産
に
お
け
る
優
績
者
表
彰
で
は
、
土
耕
の
部
最
優
秀
賞
を

又
賀
直
樹
氏
、
養
液
の
部
最
優
秀
賞
を
大
場
弘
行
氏
、
土
耕
の

部
優
秀
賞
を
渋
谷
陽
平
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。
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益
田
東
支
店
感
謝
祭

虹
の
ホ
ー
ル
ま
す
だ
人
形
供
養
式

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
益
田
東
支
店
（
大
庭
伸
次
支

店
長
）
は
８
月
26
日
、
西
い
わ
み
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
支
店
感
謝
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で

は
、縁
日
コ
ー
ナ
ー
・
各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
店

も
出
店
、
メ
イ
ン
と
な
っ
た
屋
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
吹
奏
楽
の
演
奏
や
石
見
神
楽
な
ど
演
芸

が
披
露
さ
れ
、
地
元
安
田
地
区
を
は
じ
め
市

内
各
地
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
会
場

は
涼
を
求
め
る
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
は
８
月
26
日
、
虹
の
ホ
ー
ル
ま
す

だ
天
空
の
間
式
場
に
お
い
て
、
届
け
ら
れ
た 

２
，０
０
０
体
を
超
え
る
人
形
の
供
養
式
を
行

い
ま
し
た
。

永
年
側
に
あ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
思
い
出
多
い
人
形
を
、
日
本
古
来

の
儀
式
に
則
っ
て
益
田
市
本
俣
賀
町
の
曹
洞
宗
西
禅
寺
ご
住
職
小
川
祐

史
様
導
師
の
も
と
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

丁
寧
な
読
経
の
あ
と
小
川
方
丈
か
ら
「
皆
様
か
ら
届
け
ら
れ
た
思
い

出
多
き
人
形
の
お
性
根
抜
き
の
作
法
を
行
い
、
慈
悲
深
き
仏
様
た
ち
に

よ
っ
て
御
仏
の
世
界
に
天
翔
さ
れ
る
よ
う
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
ご
挨
拶
が
あ

り
、
思
い
の
こ
も
っ
た
人
形

と
の
お
別
れ
の
供
養
式
は

最
後
に
参
列
者
全
員
が
焼

香
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。
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西
部
地
区
種
畜
共
進
会

西
部
地
区
畜
産
振
興
協
議
会
は
８
月
26
日
、
益
田
市
遠
田
町
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

西
部
家
畜
市
場
に
お
い
て
種
畜
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
県
西
部
地
区
か
ら
16
頭
が
出
品
さ
れ
、合
津
幸
枝
審
査
委
員
長（
島

根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
家
畜
衛
生
部
長
）
ほ
か
５
人
の
審
査

委
員
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
個
体
は
何
れ
も
素
晴
ら
し
い
状
態
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
審
査

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
中
で
も
優
秀
な
雌
牛
４
頭
が
特
選
賞
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

畜
　
産

９月西部子牛市場成績（税込）� （単位：円・㎏）
市町村 性別 頭数 最　高 最　低 平　均 平均体重

益 田 市
（益　田）

雌 39 775,500 132,000 440,649 286
去勢 42 702,900 27,500 530,602 305
計 81 486,750 296

益 田 市
（美　都）

雌 2 445,500 421,300 433,400 298
去勢 1 481,800 481,800 313
計 3 449,533 303

益 田 市
（匹　見）

雌 1 331,100 331,100 320
去勢 1 388,300 388,300 304
計 2 359,700 312

津和野町
（津和野）

雌 0
去勢 1 532,400 532,400 319
計 1 532,400 319

津和野町
（日　原）

雌 6 446,600 347,600 417,083 298
去勢 7 666,600 465,300 551,571 325
計 13 489,500 312

吉 賀 町
（柿　木）

雌 2 393,800 83,600 238,700 265
去勢 1 499,400 499,400 292
計 3 325,600 274

吉 賀 町
（六日市）

雌 0
去勢 0
計 0

西部市場
総合計

雌 60 775,500 83,600 422,167 287
去勢 68 704,000 27,500 536,396 309
計 128 480,134 298

9
月
の
子
牛
市
場

　
9
月
19
日
西
部
家
畜
市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。（
雌
60
頭
、
去
勢
68
頭
、
計
１
２
８
頭
）
全

国
的
な
相
場
の
下
落
傾
向
が
続
い
た
た
め
取
引
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
均
価
格

は
雌
４
２
２
千
円
（
前
回
比
99
％
）、
去
勢
5
３
６
千
円
（
前
回
比
99
％
）、
計
４
８
０
千
円
（
前

回
比
97
％
）
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
ま
し
た
。
今
後
も
購
買
者
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
①
発

育
良
好
な
牛
、
②
肋
張
り
の
良
い
牛
、
③
肢
蹄
の
し
っ
か
り
し
た
牛
を
目
指
し
て
「
子
牛
飼
い

方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
実
践
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
次
回
の
市
場
開
設
日

は
11
月
14
日
、
セ
リ
開
始
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
対
象
牛
に
事
故
（
疾
病
）
等
無
い
よ
う
、
ま
た
手
入
れ
な
ど
を
お
こ
な
い
愛
情
を
も
っ

て
飼
育
さ
れ
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特　選　賞
名　号 地 名 生産者名

首　席 みとつつじ号 美　都 河野　健輔
二　席 ももか号 益　田 佐々木恵美
三　席 しまね２７９号 益　田 ㈲島根農場
四　席 はるくに５号 弥　栄 佐々木祥二

部　位　賞
名　号 地 名 生産者名

肢蹄賞 みとつつじ号 美　都 河野　健輔
前躯賞 まさこ号 日　原 水津　美見

　今回の西部地区種畜共進会で特選賞に選出された４頭の雌牛
は、10月７日に島根県中央家畜市場で開かれた島根県種畜共進
会へ西部地区代表として出場しました。

特
選
賞
主
席
と
な
っ
た
河
野
健
輔

さ
ん
と 

み
と
つ
つ
じ
号
（
令
和
４

年
４
月
23
日
生
ま
れ
、父：貴
隼
桜
）
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津
和
野
支
店
栗
生
産
部
会

津
和
野
中
学
校
で

お
米
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た

抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）

津
和
野
支
店
栗
生
産
部
会
（
吉
田
茂

部
会
長
）
は
９
月
５
日
、
令
和
５
年
産

栗
の
初
選
果
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
初
日
と
あ
っ
て
４
人

の
生
産
者
に
よ
る
30
キ
ロ
の
出
荷
で
し
た
が
、
栗
部
会
員
立

ち
会
い
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
・
選
果
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
選

果
基
準
の
統
一
目
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

津
和
野
栗
部
会
で
生
産
さ
れ
て
い
る
栗
の
品
種
は
、
岸
根
・

銀
寄
な
ど
で
、
果
樹
の
性
質
か
ら
隔
年
結
果
は
あ
る
も
の
の
、

営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
で
は
今
年
産
栗
の
収
穫
量
は
平
年

並
み
と
見
込
ん
で
お
り
、
製
品
と
し
て
の
市
場
出
荷
量
を
２
・

５
ト
ン
、
販
売
金
額
２
３
５
万
円
の
計
画
で
、
県
内
（
益
田
・

出
雲・松
江
）
の
青
果
市
場
へ
出
荷
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

９
月
19
日
に
は
津
和
野
町
立
木
部
小
学
校
の
３
年
生
が
社

会
科
学
習
の
一
環
で
訪
れ
、選
果
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
の
説
明
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

写
真
を
撮
り
「
栗
の
形
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
は
ど
う
し
て
で

す
か
」
な
ど
職
員
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
８
日
、
元
Ｊ
Ａ
理
事
の
青
木

和
憲
さ
ん
が
耕
作
す
る
水
田
で
、
津

和
野
町
立
津
和
野
中
学
校
の
生
徒
が

自
分
た
ち
で
春
に
植
え
た
お
米
が
収

穫
さ
れ
同
校
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
林
衛
校
長
先
生
と
生
徒
３

人
が
お
米
30
キ
ロ
を
受
け
取
り
、
生

徒
た
ち
は
「
自
分
た
ち
が
植
え
た
お

米
を
贈
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
。
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
で
食
べ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
青
木
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
い
。
来
年
も
一

緒
に
植
え
付
け
か
ら
で
き
れ
ば
と
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
春
５
月
５
日
に
津
和
野

町
の
太
皷
谷
稲
成
神
社
主

催
に
よ
る
御
田
植
祭
が
行
わ

れ
た
農
事
組
合
法
人
な
よ
し

（
木
村
大
輔
代
表
）
の
管
理
水

田
で
、
秋
分
の
日
の
９
月
23

日
抜
穂
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
元
名
賀
地

区
の
皆
さ
ん
と
、
白
張
や
早

乙
女
姿
の
島
根
県
立
津
和
野

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
総
勢

約
20
人
の
手
に
よ
っ
て
、
一

株
一
株
丁
寧
に
稲
刈
り
が
行

わ
れ
櫨
に
掛
け
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
稲
は
天
日
乾
燥
さ

れ
た
後
同
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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赤
雁
農
村
歳
時
記
稲
刈
り
体
験

市
町
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

寄
贈
し
ま
し
た

益
田
市
の
有
限
会
社
赤
雁
の
里

（
渡
邉
一
行
代
表
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
田
村
清

己
本
部
長
）
は
９
月
24
日
、
市
内

の
児
童
幼
児
家
族
約
30
人
が
参
加

し
、
一
年
間
を
通
し
た
取
り
組
み

「
農
村
歳
時
記
」
の
最
終
行
事
と

な
っ
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

春
の
田
植
え
体
験
や
生
き
物
調

査
に
参
加
し
た
児
童
ら
は
、
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
鎌
を
手
に
「
ア
カ

ガ
リ
」
の
文
字
が
浮
か
び
上
が
っ

た
稲
株
を
ど
ん
ど
ん
刈
り
進
ん
で

い
ま
し
た
。

事
前
に
家
族
ご
と
に
準
備
し
た

飯
盒
炊
飯
も
稲
刈
り
が
終
わ
る
頃
に
は
炊
き
上
が
り
、
用
意
さ
れ
た

具
を
入
れ
て
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
赤
雁
の
里
女
性
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
汁
物
や
酢
物
・
お
は
ぎ
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
ら
は
杵
つ
き
餅
も
体
験
し
、
餡
子
や
き
な
粉
・
大

根
お
ろ
し
を
添
え
て
口
に
運
ん
で
は
収
穫
の
喜
び
と
食
欲
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

担
当
す
る
営
農
経
済
部
村
上
孝
次
営
農
企
画
課
長
は
「
今
後
も

こ
う
し
た
食
育
活
動
を
通
じ
て
食
の
大
切
さ
や
農
業
の
重
要
性
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
継
続
の
必
要
性
を
語
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
で

は
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
に
合

わ
せ
交
通
事
故
防

止
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
益
田

市
、
吉
賀
町
、
津

和
野
町
へ
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
事
業

の
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
島

根
県
で
は
昭
和
47

年
か
ら
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

９
月
21
日
に
山

本
浩
章
益
田
市

長
、
岩
本
一
巳
吉

賀
町
長
、
９
月
25

日
に
下
森
博
之
津

和
野
町
長
を
訪
問

し
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
田
村

清
己
本
部
長
が
「
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
言
葉
を
添
え
趣
意
書
と
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。
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飯
田
地
区
健
康
モ
デ
ル
「
健
康
ま
つ
り
」

全
職
員
研
修
会

益
田
市
飯
田
町
の
飯
田
健
康
モ
デ
ル
協
議
会
（
有
福
鉄
美
会
長
）
は
９
月
５
日
、
同
市
美
都

町
の
ひ
だ
ま
り
パ
ー
ク
み
と
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
不
安
定
な
天
候
で
し
た

が
、
会
員
の
ほ
か
青
果
市
場
の
担
当
者
や
Ｊ
Ａ
の
職
員
・
関

係
機
関
の
職
員
も
参
加
し
て
、
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
38
人

が
自
慢
の
腕
を
競
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み

地
区
本
部
は
９
月
16
日
、

益
田
市
遠
田
町
の
ジ
ュ
ン

テ
ン
ド
ー
ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー

ル
で
令
和
５
年
度
第
１
回

全
役
職
員
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
田
村
清

己
本
部
長
は
、
農
業
新

聞
（
筑
波
大
学
平
山
賢
太

郎
准
教
授
掲
載
）
の
記
事

を
参
考
に
農
畜
産
物
の
全
量
Ｊ
Ａ
出
荷
に
つ
い
て
触
れ
「
共
販

品
目
に
お
い
て
は
Ｊ
Ａ
が
厳
格
な
出
荷
検
査
体
制
の
構
築
や
使

用
農
薬
の
適
正
化
に
努
め
産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ

て
き
た
。
全
量
出
荷
制
度
は
消
費
者
へ
安
心
安
全
な
農
産
物
を

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
Ｊ
Ａ
は
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
」
と
し
て
足
並
み
を
揃
え
た
出
荷
販
売
体
制
の
重
要
性
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
「
個
人
情
報
漏
洩
防
止
」
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
、
情
報
漏
洩
に
よ
る
信
用
の
失
墜
と
い
う
企
業
に
と
っ
て
は

致
命
的
な
不
祥
事
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
購
買
事
業
改
革
に
取
り
組
み
、
Ｃ
Ｓ
甲
子
園

２
０
２
３
大
型
陳
列
部
門
に
お
い
て
見
事
２
年
ぶ
り
２
度
目
の

日
本
一
店
舗
に
輝
い
た
西
い
わ
み
地
区
本
部
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
経
過
に
つ
い
て
、
営
農
経
済
部
伊
藤
達
男
経

済
課
長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

終盤雨も降りはじめ、
地元へ帰り飯田児童
館で各順位の表彰式
を行いました。
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Nousagyou

水
　
稲

令和５年産米集荷速報

益田 美都 匹見 津和野 日原 柿木 六日市

Ｒ５ 27,685 4,023 8,965 27,167 3,096 4,499 14,332 89,767

Ｒ4 26,121 4,084 8,974 25,891 3,235 4,547 13,384 86,236

Ｒ５ 11,652 2,595 5,439 15,486 509 1,114 3,466 40,261

Ｒ4 13,690 3,152 4,683 16,304 566 1,033 3,344 42,772

Ｒ５ 42.1% 64.5% 60.7% 57.0% 16.4% 24.8% 24.2% 44.9%

Ｒ4 52.4% 77.2% 52.2% 63.0% 17.5% 22.7% 25.0% 49.6%

Ｒ５ 47.4% 74.3% 77.8% 60.6% 9.0% 48.3% 72.8% 58.8%

Ｒ4 53.8% 76.8% 84.8% 68.0% 31.8% 77.2% 61.9% 64.8%

Ｒ５ 35.6% 54.1% 95.6% 59.9% 12.1% 53.7% 72.8% 59.4%

Ｒ4 42.7% 66.1% 96.7% 68.2% 14.3% 72.4% 61.9% 63.1%

Ｒ５ 4.3% 77.7% 88.6% 36.7% 0.0% 0.0% 0.0% 44.0%

Ｒ4 85.0% 69.9% 100.0% 51.1% 0.0% 0.0% 0.0% 57.2%

Ｒ５ 0.0% 0.0% 69.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 69.8%

Ｒ4 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

Ｒ５ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2%

Ｒ4 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

Ｒ５ 76.1% 47.4% 59.3% 82.3% 0.0% 0.0% 0.0% 74.9%

Ｒ4 68.9% 100.0% 100.0% 100.0% 82.0% 0.0% 0.0% 80.0%

Ｒ５ 59.6% 89.7% 100.0% 69.7% 0.0% 40.7% 89.5% 69.0%

Ｒ4 59.0% 79.5% 83.2% 75.1% 40.0% 92.1% 79.7% 70.7%

益田 美都 匹見 津和野 日原 柿木 六日市

24,072 3,888 7,687 24,518 3,265 3,818 11,779 79,027

91.7% 95.2% 85.6% 94.7% 98.7% 83.6% 87.2% 91.3

61.7% 73.8% 88.7% 73.9% 65.6% 67.1% 74.4% 70.9

40.0% 60.2% 96.9% 68.1% 51.3% 69.2% 74.4% 64.2

85.0% 69.9% 100.0% 52.4% 0.0% 0.0% 0.0% 58.0

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0

77.2% 88.5% 97.6% 94.7% 95.2% 51.4% 94.4% 86.3

63.6% 76.6% 85.5% 79.1% 47.1% 70.8% 65.0% 72.8

また、登熟期の高温による登熟不良の為心白粒、背白粒、茶米などで格下げが多発している。

合計
町賀吉町野和津市田益

Ｒ4年産最終

出荷予約数量　

集荷数量

合計

つや姫

きぬむすめ

つきあかり

ヘルシー米

集荷率

コシヒカリ

全品種

つきあかり

ハナエチゼン

ヘルシー米

コシヒカリ

益田市 津和野町 吉賀町

コシヒカリについては、出穂期以降猛暑日が続き、降雨も少なかったことから品質・収量ともに例年を下回っている。

つや姫

全品種

きぬむすめ

※カントリー未計上

ハナエチゼン

集荷率

１
等
米
比
率

1
等
米
比
率

集荷数量

バケツ稲も実りの秋を迎えました
（益田市立吉田南小学校）

みんなで苗を植えたこの日は
とても暑い日でした。

苗は立派に成長し黄金色の稲穂を実らせ、間もな
く収穫の時を迎えます。

　実際に土に触れ食物を育てることで、少しでも
多くの子どもたちが「食」の大切さを理解し、農
業に関心を持ってもらえるようＪＡはこうした活
動を続けます。

実った稲穂を
スズメなどの
食害から守る
ネットを張り
ました。

６月20
日

9月8日

令和５年９月23日現在（令和４年産実績は令和４年９月24日現在）� （単位:30㎏ /袋）
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み
の
り
の
秋　

感
謝
で
お
参
り　

秋
ま
つ
り

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
あ
け　

久
し
振
り
だ
ね　

秋
祭
り

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

秋
祭
り　

神
楽
餅
ま
き　

た
の
し
み
だ

（
益
田
市　
　
　

野
村　

芳
子
さ
ん
）

新
米
の　

お
す
し
で
祝
う　

秋
祭
り　

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

秋
祭
り　

新
米
炊
い
て　

子
等
を
待
つ

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

神
楽
笛　

夜
風
に
の
せ
て　

秋
祭
り

（
益
田
市　
　
　

岡
﨑　

雄
一
さ
ん
）

秋
祭
り　

夜
店
の
あ
か
り　

リ
ン
ゴ
飴

（
益
田
市　
　
　

大
谷　

恭
子
さ
ん
）

秋
祭
り　

孫
に
見
せ
た
い　

神
楽
舞

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

背
の
君
と　

縁
が
芽
生
え
た　

秋
祭
り

（
益
田
市　
　
　

中
島　

茂
代
さ
ん
）

幟
旗　

は
た
め
く
音
や　

秋
祭
り

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

秋
祭
り　

子
ど
も
の
頃
を　

懐
し
む

（
益
田
市　
　
　

宅
野
ミ
ツ
代
さ
ん
）

山
里
が　

し
ば
し
に
ぎ
わ
う　

秋
祭
り

（
益
田
市　
　
　

竹
田　

和
夫
さ
ん
）

秋
ま
つ
り　

杖
を
頼
り
に　

参
加
す
る

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

秋
祭
り　

み
こ
舞
ま
っ
た　

幼
な
日
に

（
津
和
野
町　
　

廣
田
美
代
子
さ
ん
）

秋
ま
つ
り　

む
か
し
も
今
も　

神
楽
好
き

（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

秋
祭
り　

僕
た
ち
出
店
へ　

ま
っ
し
ぐ
ら

（
津
和
野
町　
　

大
庭
百
合
子
さ
ん
）

巫
女
舞
い
の　

鈴
の
音
色
や　

秋
祭
り

（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

老
体
に　

合
わ
ぬ
ハ
チ
マ
キ　

秋
祭
り

（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
巳
さ
ん
）

な
ご
や
か
な　

太
鼓
ば
や
し
の　

秋
祭
り

（
津
和
野
町　
　

藤
井　

礼
子
さ
ん
）

秋
祭
り　

ほ
ろ
よ
い
気
分　

は
し
ご
酒

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

か
ぶ
り
つ
き　

神
楽
見
る
子
は　

石
見
の
子

（
津
和
野
町　
　

潮　
　

恵
子
さ
ん
）

縁
日
で　

買
っ
た
ヒ
ヨ
コ
が　

親
と
な
り

（
津
和
野
町　
　

斎
藤　

久
衛
さ
ん
）

刈
り
稲
田　

御
こ
し
が
通
る　

秋
祭
り

（
津
和
野
町　

柳
井
し
ゅ
ん
じ
さ
ん
）

秋
祭
り　

み
こ
し
の
車　

し
ず
し
ず
と

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

Ｔ
シ
ャ
ツ
赤　

太
鼓
の
子
ら
の　

秋
祭
り

（
吉
賀
町　
　
　

村
田　

綾
美
さ
ん
）

秋
祭
り　

立
つ
コ
ン
ド
ル
の　

琴
の
音

（
吉
賀
町　
　
　

田
村　

民
子
さ
ん
）

秋
祭
り　

会
い
た
か
っ
た
よ　

鍾
馗
さ
ん

（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

12
月
の
お
題
は「
師
走
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題
「
秋
祭
り
」

●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和５年11月15日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 ふれあい課

川　　柳
応募方法

　ＪＡしまね西いわみ地区本部益田グリーンセンターは９月15日・16日の両日、秋
の大感謝セールを開催しました。
　土づくり肥料から一般的な肥料・農薬に併せ、これからの野菜づくりに必要な農業
用資材など多種多様な品揃えで、来場された農家組合員の皆様の期待に応えました。
　本格的な秋を迎え益田育苗センターで育てた秋冬作の白菜・キャベツ・ブロッコリー
といった野菜プラグ苗の販売コーナーでは、レジを待つ長蛇の列が出来ていました。
　時折小雨が降る不安定な空模様の中、多くの皆様にご来場いただき誠にありがとう
ございました。

グリーンセンター展示会開催グリーンセンター展示会開催
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年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

11月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

11月の年金相談会

11月16日（木）六日市支店
10：00～18：00　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。

コダマサイエンス.pdf   1   2022/10/25   19:20:54
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土壌分析のお知らせ土壌分析のお知らせ
肥料コストの軽減を図る目的とし
て、西いわみ管内の農業者を対象
に土壌分析を実施いたします。今
後の農産物栽培に向け、是非、参
考にして頂きたいと思います。

令和５年11月１日～
令和６年２月22日まで

６．申込受付期間

ＰＨ・加里・石灰・苦土・りん酸・ケイ酸
（６項目）

２．分 析 項 目

土壌診断結果については、郵送いたします。

３．分 析 結 果

○依頼書の記入　※支店に配架してあります。

○圃場作付予定作物等の記入
○土壌分析料金の引落承諾書への記入が必要と

なりますので、土壌分析申し込み時に引落し
口座登録印をお持ちください。

４．分析依頼に際しての注意事項

５．土採取上の注意事項

①１圃場５箇所で採取する。
②深さは、表面から５～10cmの表土を取り除

いて、コップ１杯程度の土を採取し、５箇
所の土をよく混ぜよく乾燥させてください。

③乾燥後、土を細かくしてコップ２杯分を
ビニール袋に入れご提出ください。

圃場図

手　順

《提　出　場　所》	ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 及び 各支店
《お問い合わせ先》	ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 営農企画課
 電　話 0856-23-1911

圃場の健康状態は？圃場の健康状態は？

ＰＨ

加里

石灰

苦土

ケイ酸

りん酸

１．分 析 料 金

１検体当り　250円（税込）（分析項目６項目）
※�今年度に限り、化学肥料低減定着化対策事業により
半額となります。
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土壌改良剤等大売り出し土壌改良剤等大売り出し11/17金・18土11/17金・18土
皆様のご来店お待ちしております。皆様のご来店お待ちしております。

タマネギ苗・花苗販売タマネギ苗・花苗販売

問い合わせ先／益田税務署 TEL（0856）22-0444（代表）

益田税務署からのお知らせ

給与担当者

チャットボットとは
「チャット（会話）」と「ロボット」を組み合わ
せた言葉で、質問したい内容をメニューから選択
するか、自由に文字で入力すると、 （人工知能）
を活用して自動で回答するウェブサービスです。

国税庁 ふたば

国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくために、毎年

月 日から 月 日を「税を考える週間」として、ホームページ等で様々な情報を提供しています。

メールなどで送信

マ イ ナ ポ ー タ ル 連 携

従業員マイナ
ポータル

年 末 調 整 手 続１

２ 確 定 申 告 手 続

納税者ｅ-Ｔａｘで
送信

検算等の作業が簡素化

書類の保管不要

年末調整控除申告書作成用ソフト（国税庁提供）など

データを確定申告書の

所定の項目に自動入力

マイナ
ポータル

～これからの社会に向かって～

＂ふたば＂がお答えします

税に関する疑問はAIチャットボットの
ふたばにご相談ください。

税務職員ふたば

スマホでのご利用
はこちらから︕

時間いつでもご利用いただけます。
※メンテナンス時間を除きます。

検 索税を考える週間

国税庁特設ページ

詳しくは
こちら

処理物の分別方法処理物の分別方法（分別にご協力お願い致します）（分別にご協力お願い致します）

肥料袋・飼料等
のポリ袋

農業用フィルム
（農ポリ）

農業用フィルム
（農ビ）

あぜ波板・
育苗箱等

○肥料・飼料等の
　ポリ袋
○農業用ポリエチレン
フィルム（農ポリ）
○農業用塩化ビニール
フィルム（農ビ）
○あぜ波板・
	 育苗箱　等

JAしまね	西いわみ地区本部農業用廃プラスチックの回収について

※委任状を書いていただきますので、必ず印鑑（引落しを行う通帳のもの）をお持ちください。
処理経費（100円（税別）/㎏程度）については、回収実績（重量）に応じて、後日請求いたします。

島根県農業協同組合	西いわみ地区本部・石西地域農業用廃プラスチック適正処理推進協議会

回収実施日・時間 回収指定場所
令和5年

11月7日㈫
午前9：00～午前11：30

益
田
市

ＪＡ営農指導センター
河 成 集 荷 場
益田開発研修センター
ＪＡ美都事業所
ＪＡ匹見事業所

回収実施日・時間 回収指定場所
令和5年

11月14日㈫
午前9：00～午前11：30

津
和
野
町

ＪＡ津和野経済センター
（旧）JA山下出張所
JA日 原 支 店

吉
賀
町
ＪＡ柿木事業所
ＪＡ六日市支店

回収対象物回収対象物

処理都合上、紙製品は回収できません。入れ物として持って来られた場合でも、
中身を出してお持ち帰り頂きますのでご理解ご協力お願い致します。

荷造りに荷造りに
あたってあたって
の注意点の注意点

回収できない回収できない
ものについてものについて

荷造りは、処理の際に取扱いやすいよう、10ｋｇ程度の大きさにし、縛って下さい。
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